
凡　例

1	 本書は、奈良文化財研究所において令和元年（2019）9月10日（火）から11日（水）にかけて開催した、考古学・文化
財データサイエンス研究集会「考古学ビッグデータの可能性と世界的潮流」、9月24日（火）から27日（金）にかけて
開催した令和元年度文化財担当者専門研修「遺跡GIS課程」、令和2年（2020）1月20日（月）から24日（金）にかけて
開催した「文化財デジタルアーカイブ課程」講義内容に各講師が加筆・修正したもので、発表者の所属は研修開催時
点のものである。

2	 本書は、考古学・文化財データサイエンス研究集会「考古学ビッグデータの可能性と世界的潮流」講義6編、「遺跡
GIS課程」講義5編、「文化財デジタルアーカイブ課程」講義17編を収録し、関連する新たな論考1編を収録したほ
か、関連する余録1編をご寄稿いただいた。

3	 本書の編集は、企画調整部文化財情報研究室の高田祐一が行い、村上蛍が補佐した。
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